
少

し

ず

つ

秋

ら

し

く

な

っ

て

き

ま

し

た

。

10

月

の

誕

生

会

・

文

化

祭

作

品

展

が

、
24

日

中

央

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

催

さ

れ

ま

し

た

。

参

加

者

は
40

名

で

し

た

。

会

は

い

つ

も

の

よ

う

に

、

三

宅

会

長

の

挨

拶

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

。今

年

は

例

年

に

も

ま

し

て

暑

く

て

、

長

い

夏

で

し

た

。

こ

こ

に

来

て

や

っ

と

朝

夕

は

涼

し

く

な

り
ま

し

た

。

季

節

の

変

わ

り

目

で

一

日

の

寒

暖

差

が

大

き

い

の

で

体

調

管

理

に

は

十

分

気

を

付

け

ま

し

ょ

う

。

食

欲

の

秋

で

す

が

、

野

菜

、

魚

な

ど

は

夏

の

暑

さ

の

せ

い

も

あ

り

高

い

で

す

ね

。

サ

ン

マ

は

値

段

を

見

て

素

通

り

、

北

海

道

で

は

秋

サ

ケ

も

イ

カ

も

不

漁

で

代

わ

り

に

ブ

リ

が

大

量

だ

そ

う

で

す

。

志

摩

の

海

で

は

「

海

の

砂

漠

」

と

な

り

海

藻

が

無

く

な

り

ア

ワ

ビ

や

サ

ザ

エ

な

ど

が

、

い

な

く

な

り

海

女

さ

ん

は

困

っ

て

い

る
よ

う

で

す

。

日

本
の

海
は

変
わ

っ
て

し
ま

っ
た
？

物

価

高

騰

対

策

と

し

て

、

首

相

は

減

税

の

検

討

を

指

示

し

た

と

言

っ

て

い

ま

す

。

そ

の

中

心

は

所

得

税

減

税

の

よ

う

で

す

。

私

達

年

金

生

活

者

は
、

所

得

税

を

払

っ

て

い

な

い

か

、

少

額

の

人

が

多

い

の

で

恩

恵

は

少

な

い

。

そ

れ

よ

り

も

消

費

税

を

下

げ

る

こ

と

の

方

が

低

所

得

者

に

と

っ

て

は

効

果

が

あ

る

と

思

い

ま

す

。

山

も

異

変

で

熊

の

出

没

が

大

幅

に

増

加

し

た

。

山

の

ど

ん

ぐ

り

な

ど

が

不

作

で

、

食

べ

物

が

無

く

腹

を

空

か

し

て

仕

方

な

く

里

に

現

れ

る

。

生

き

る

為

に

熊

も

命

が

け

で

す

。

共

存

の

仕

方

を

考

え

ら

れ

る
と

い

い

で

す

ね

。

ま

た

、

戦

争

が

勃

発

し

て

し

ま

い

ま

し

た

。

原

因

は

と

も

か

く

ガ

ザ

へ

の

イ

ス

ラ

エ

ル

の

攻

撃

は

異

常

で

す

ね

。

病

院

、

学

校

、

避

難

施

設

が

爆

撃

さ

れ

、

子

供

を

含

む

一

般

市

民

が

多

数

犠

牲

に

な

り

心

が

痛

み

ま

す

。

一

日

も

早
く

停

戦

す

べ

き

で

す

。

第３９０号 しばくさ ２０２3年11月14日（火)( 1 )

10月誕生会

誕生会の花

お
便
り
下
さ
い

「
日

進

さ
ん

ぽ
の

シ
リ

ー

ズ
」

を

掲
載

し

て
い

ま
す

。
紹

介

す
る

原

稿
を
寄

せ
て

下
さ
い

。編
集
委

員
会

文化祭の作品を観ながら談笑している皆さん 写真 棚瀬一博

ガーデンマム

物
価
高
騰

年
金
生
活
者
に
は
所
得
税
減
税
よ
り

消
費
税
を
下
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

イ
ス
ラ
エ
ル
の
攻
撃

子
供
た
ち
の
犠
牲
に

心
が
痛
み
ま
す

第３９０号 しばくさ ２０２３年11月14日（火） ( 8 )

行 事 案 内

あ
る

会
員

の
方

が
、

入
院

中
の

ご
主

人
に

面

会
す

る
に

必
要

な
予

約
が

、
電

話
で

は
で

き

な
く

な
り

原
則

オ
ン

ラ
イ

ン
の

予
約

シ
ス

テ

ム
で

の
み

と
な

っ
て

し
ま

い
、

戸
惑

っ
て

い

る
と

の
お

話
を

聞
き

ま
し

た
。

そ
の

会
員

の
方

は
幸

い
に

も
ス

マ
ホ

を
既

に

使
っ

て
い

た
か

ら
何

と
か

対
応

で
き

た
の

で

す
が

、
ス

マ
ホ

が
な

い
と

面
会

す
ら

で
き

な

い
と

い
う

不
便

な
世

の
中

に
な

っ
た

も
の

だ

と
嘆
い

て
い
ま

し
た
。

国
や

自
治

体
も

住
民

サ
ー

ビ
ス

を
効

率
化

し

、
サ

ー
ビ

ス
の

利
便

性
と

質
の

向
上

を
目

指

す
と

の
旗

印
の

も
と

に
、

や
た

ら
と

デ
ジ

タ
ル

化
、
オ

ン
ラ
イ
ン

化
を
進

め
て
い

ま
す
。

私

自
身

、

現

役
時

代

は
Ⅰ

Ｔ

（

イ
ン
フ
ォ

メ

ー
シ

ョ
ン

テ
ク

ノ
ロ

ジ
）

技
術

者
と

し
て

仕

事
を

し
て

い
た

の
で

、
こ

の
よ

う
な

動
き

に

抵
抗

感
は

な
い

し
、

方
向

性
に

間
違

い
は

な

い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

し
か

し
シ

ス
テ

ム
作

り
と

と
も

に
国

民
・

市

民
が

そ
れ

ら
の

シ
ス

テ
ム

を
使

い
こ

な
せ

る

環
境

作
り

も
合

わ
せ

て
行

う
こ

と
が

重
要

な

の
に

、
そ

れ
が

後
回

し
に

な
っ

て
い

る
と

感

じ
ざ
る

を
得
な

い
。

と
は

い
っ

て
も

ス
マ

ホ
が

使
え

な
い

と
生

き

て
行

け
な

い
時

代
に

な
り

つ
つ

あ
る

今
、

ス

マ
ホ

が
使

え
る

よ
う

に
し

て
お

く
必

要
が

あ

る
と

い
え

る
で
し

ょ
う

。

岡

村
淳

三

▼投稿は下記メールアドレスへ ▼「日進市年金者の会」への連絡は下記アドレスへ

shibakusa123@gmail.com nissinnenkin@gmail.com

つ
ぶ

や

き

＊ 11月誕生会・文化サロン

11月28日（火）

中央福祉センター 多機能室

誕生会 10:00～10:40

文化サロン 10:40～11:30

天満屋知波々さんの落語

＊ 12月誕生会・望年会

12月25日（月）

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:15

昼食 11:15～12:00

望年会 12:00～13:30

個人出演を主とする

○久々に昼食付です。事前の出欠連絡に

ご協力ください。

＊ 1月誕生会・新年会

1月28日（日）

北部福祉会館

誕生会 10:30～11:15

昼食 11:15～12:00

新年会 12:00～13:30

サークル出演を主とする

＊ くるりんばすを考える会例会

11月24日（金）13:30～

にぎわい交流館 ABC室

＊ 当面の三役・理事会

11月30日（木）三役会議 にぎわい交流館 13:30

12月3日（日)

第7回理事会 にぎわい交流館13:30

12月15日（金） しばくさ袋詰め作業 13:00 1

2月26日（火)三役会議 にぎわい交流館 13:30

＊武器も核もいらない 平和を守る

12・8 全国母親連鎖行動

日時：12月8日（金） 15：30～16：30

場所：赤池駅前

○ 赤紙を配ります。

日進母親連絡会

十
二
月

十
三
日

（
水
）

十

三
時
三

十
分
開

始

中
央

福
祉
セ

ン
タ

ー

「

ム

ツ

ゴ

ロ

ウ

と

ゆ

か

い

な

仲

間

た

ち

動

物
王
国

大
全
集

」

日

本

２

０

０

１

年

（

八

十

二

分

）

監
修

畑
正
憲

ど

ん
な

動
物

と

で
も

身

近
に

接

し
、

た

ち

ま

ち

仲

良

く

な

っ

て

い

く

畑

さ

ん

の

活

動

は

、

私

た

ち

の

動

物

観

を

根

本

か

ら

く

つ

が

え

す

力

を

持

っ

て

い

ま
し
た

。

そ

し

て

根

拠

地

と

な

る

北

海

道

中

標

津

（

ナ

カ

シ

ベ

ツ

）

の

動

物

王

国

は

、

世

界

で

も

貴

重

な

実

験

施

設

で

し

た
。

「

子

猫

物

語

」

の

よ

う

な

映

画

も

残

さ

れ

た

の

で

す

が

、

こ

こ

で

は

む

し

ろ

い

つ

も

ニ

コ

ニ

コ

と

笑

顔

で

動

物

た

ち

に

接

し

た

姿

の

一

端

を

振

り

返

る

こ

と

で

、

半

年

前

に

他

界

し

た

畑

さ

ん

へ

の

追

悼

に

し

た

い

と

思

い

ま

す

。

石
井

映

画

サ

ー

ク

ル

上

映

作

品

紹

介



今

月

の

誕

生

者

は

13

名

で

す

。

参

加

者

は

次

の

３

名

の

方

で

す

。

今

月

の

お

花

は

ガ

ー

デ

ン

マ

ム

で
す

。

村

田

治

子

さ

ん

今

日

は

あ

り

が

と

う

。

要

支

援

と

な

り

、

何

に

も

で

き

な

く

て

歩

く

の

も

大

変

に

な

っ

た
。

杉

山

ヒ

デ

子

さ

ん

（

新

会

員

）

こ

ん

に

ち

は

。

自

己

紹

介

と

言

わ

れ

て

も

慣

れ

な

い

も

の

で

す

か

ら

す

み

ま

せ

ん

。

お

花

を

あ

り

が

と

う

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

し
ま

す

。

前

田

隆

子

さ

ん

今

日

は

お

祝

い

あ

り

が

と

う

。

こ

の

会

に

入

っ

て

18

年

に

な

る

か

ら

18

回

お

祝

い

し

て

い

た

だ

い

た

が

、

毎

回

は

参

加

で

き

な

か
っ

た

。

こ

こ

に

来

る

と

皆

さ

ん

と

お

会

い

し

て

お

話

を

し

た

り

、

笑

っ

た

り

で

き

る

こ

と

が

嬉

し

い

。

命

の

あ

る

限

り

参

加

し

た

い

で

す

。

終

わ

り

に

、

皆

ん

な

で

ハ

ッ

ピ

ー

バ

ー

ス

デ

ー

の

歌

で

誕

生

月

を

祝

い

ま

し

た

。

＝

連

絡

事

項
＝

＊

岡

本

さ

ん

10

月

27

日

く

る

り

ん

ば

す

関

連

の

要

望

が

あ

る

方

は

、

に

ぎ

わ

い

交

流

館

で

開

か

れ

る

出

前

講

座

で

市

の

担

当

者

に

聞

い

て

み

ま
し

ょ

う

。

＊

西

尾

さ

ん

・

今

日

の

文

化

祭

作

品

展

は

11

時
30

分

ま

で

で

す

。

北

部

福

祉

会

館

で

は

11

月

５

日

ま

で

展

示

し

て

い

ま

す

。

・

県

の

文

化

の

つ

ど

い

作

品

展

は

２

０

２

４

年

3

月

に

開

催

し

ま

す

。

希

望

さ

れ

る

方

は

ど
う

ぞ

。

申

し

込

み

締

め

切

り

は

２

０

２

４

年

１

月

12

日

で

す

。

・

11

月

２

日

日

進

自

然

散

策

の

会

「

北

新

川

と

農

業

試

験

場

を

歩

く

」

の

参

加

を

お
願

い

し

ま

す

。

・

年

金

裁

判
募

金

を

よ

ろ

し

く

。

＊

中

上

さ
ん

署

名

の

お
願

い
2

件

。

＊

金

原

さ
ん

11

月
25

日

、

日

本

母

親

大

会

の

オ

ン

ラ

イ

ン

視

聴
を

お

願

い

し

ま

す

。

明

治

時

代

の

今

の

日

進

市

に

当

た

る

地

域

の

地

図

を

見

る

と

東

西

に

貫

く

道

に

飯

田

街

道

の

文

字

が

右

か

ら

左

へ

と
見

え

る

。

赤

池

か

ら

三

本

木

に

至

る

そ

の

道

は

江

戸

時

代

に

は

伊

能

忠

敬

も

測

量

に

歩
い

た

こ

と

が

記

録
さ

れ

て

い

る
。

名

古

屋

か

ら

長

野

県

飯

田

に

至

る

飯

田

街

道

は

江

戸

時

代

に

整

備

さ

れ

た
。
飯

田
街

道
は

人
が

歩
い
た

り
馬

車

が
通
る
道
で
あ
り
、
自
然
の
地
形
に
添
っ

て
う
ね

う
ね

と
曲

が
り

く
ね
っ

た
道

で

あ
っ
た
こ

と
は
、
先

の
明
治
時

代

の

日

進

の

地

図

か

ら

も

わ

か

る

。

し

か

し

、

私

が

中

学

生

の

こ

ろ

に

は

現

在

の

県

道

名

古

屋

豊

田

線

は

未

舗

装

の

個

所

が

多

か

っ

た

記

憶

が

あ

る

が

現

在

の

よ
う

な

位

置

に

通

っ

て

い

た

。

当

時

は

飯

田

行

の

バ

ス

も

走

っ

て

い

た

。

明

治

、

大

正

、

昭

和

と

飯

田

街

道

が

整

備

さ

れ

る

に

連

れ

て

自

動

車

が

通

れ

る

に

よ

う

に

拡

幅

し

、

直

線

化

さ

れ

た

結

果

、

旧

街

道

は

現

在

の

名

古

屋

豊

田

線

に

沿

っ

て

集

落

の

中

に

取

り

残

さ

れ

た

。

も

ち

ろ

ん

、

街
道

が
そ
の

ま
ま
県

道

に

な

っ

た

部

分

も

多

い

。

野

方

町

の

現

在
の
市

川
家
住

宅
な

ど
は
江

戸
時

代

の

庄
屋

の
屋

敷
で
あ

り
飯

田
街

道
に

面

し

て
い
た
。

三

本

木

町

内

も

地

形

か

ら

旧

街

道

を

拡

幅

し

県

道

と

な

っ

た

。

県

道

沿

い

の

三

本

木

の

石

灯

篭

や

米

野

木

町

丸

山

の

辻

堂

に

も

そ

れ

が

偲

ば

れ
る

片

岡

拓

一

次

号

へ
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一

言

感

想

飯

島

菊
恵

伊

藤

幸
子

奥

村

眞

知
子

金

井

亀

三

郎

加

藤

喜

久
子

河

野

明
美

辻

昱
子

田

中

邦

弘

萩

原

清
美

誕
生
会
に
出
席

で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん

シ
リ
ー
ズ

日
進
さ
ん
ぽ

11

飯
田
街
道
の
面
影
を
訪
ね
て

第３９０号 しばくさ ２０２3年11月14日（火)( 7 )

※ アジアの旅を楽しむ会

１２月５日（火）

10：00～12：00

にぎわい交流館

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ 頭の体操マージャン

１１月２０日

１２月４日・１１日・１８日

(初心者・水曜教室)

１１月１５日・２２日

１２月６日・１３日・２０日

相野山福祉会館

月曜日 13：00～17：00

連絡先 小柴（信） 72-2847

※ 歌声カフェ

今月のサークル紹介を

ご覧ください

１２月はお休みします

１月１０日（水）

10：00～12：00

「あい工房」

中央福祉センターとなり

連絡先 水野（妙）73-3979

090-5610-1959

※ 映画サークル

１２月１３日（水）

「ムツゴロウの動物王国」

１月１４日（日）

「シークレット サンシャイン」

中央福祉センター

開場13：00 上映開始13：30

連絡先 片岡 09041146232

川島 052-808-7860

※ お抹茶サロン

１１月１８日（土）13：30～

１２月１６日（土）13：30～

見学可・要予約

岩崎台・香久山福祉会館

連絡先 吉岡 73-1801

※ カラオケ

１１月１５日（水）・２９日（水）

１２月 ６日（水）・１３日（水）

２０日（水）

岩崎台・香久山福祉会館

13：00～17：00

講師：山本宗秀

連絡先 平井 72-1041

※ 古代史を知る会

１２月 ７日（木）

１月 １１日（木）

にぎわい交流館

13：30～

連絡先 芳賀（洋）805-1530

小柴（信） 72-2847

※ 写真サークル

１１月２９日(水)

「撮影会」東山動植物園

市役所東側 ９：3０集合

１２月２０日（水）

「勉強会」

にぎわい交流館 和室

連絡先 小柴（和）72-2847

山本（宗）73-2245

※ 太極拳

１１月２１日

１２月５日・１２日・１９日

岩崎台・香久山福祉会館

火曜日 13：00～15：00

連絡先 萩野 72-1024

※ 読書会

１１月はお休みします

１２月２１日（木）

「楽園のカンヴァス」

原田 マホ 著

にぎわい交流館

第３木曜 13：30～15：00

連絡先 芳賀(宜)

052-805-1530

※ 日進自然散策の会

1２月2日（土）

「晩秋の彩り北高上緑地」

9時40分～11時40分

集合場所

北高上緑地南駐車場

市役所発 9時20分

④梅森線「北高上」

＊１月はお休みします

連絡先 西尾 克明

携帯 090-8739-9860

FAX 0561-73-4085

※ 俳句の会

１２月 ４日（月）

１月 ８日（月）

にぎわい交流館

9：30～12：00

連絡先 加藤（喜）

052-807-8214

※ ボールペン画教室

１１月２４日（金）

13：00～15：00

１２月 ８日（金）

13：00～15：00

２２日（金）

10：00～12：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ モバイルパソコンクラブ

１１月１５日（水）・２２日（水）

１２月１２日（火）・１９日（火）

２７日（水）

にぎわい交流館

13：00～15：30

連絡先 岡村 080-9282-9768

※ やさしい英会話

１１月２１日（火）

13：00～15：00

１２月１２日（火）

10：00～12：00

２６日（火）

13：00～15：00

にぎわい交流館

連絡先 曽雌 72-0432

※ 朗読の会

１１月１６日（第３木）

１２月 ７日（第１木）

２１日（第３木）

中央福祉センター

9：30～11：30

連絡先 水野（妙）73-3979

※ 山歩きの会

１１月１８日（土）～１９日(日）

「陣馬形山」

伊奈の山 (標高 1445ｍ)

連絡先 三宅 73-4627

サークル案内



６

月

か

ら

新

サ

ー

ク

ル

「

歌

声

カ

フ

ェ

」

が

始

ま

り

ま

し

た
。

ギ

タ

ー
と

キ
ー

ボ

ー

ド

に

合

わ

せ

て

１

２

０

曲

程

が

載

っ

て

い

る

歌

集

（

ア

ザ

ミ

の

会

）

の
中
か

ら
、
次
々
と
歌
い

ま

す

。

歌

は

懐

か

し

い

唱

歌

、

思

い

出

の

フ

ォ

ー

ク

ソ

ン

グ

、

昭

和

の

演

歌

な

ど

様

々

な

曲

を

リ

ク

エ

ス

ト

で

き

ま

す

。

途

中

で

一

休

み

し

て

、

珈

琲

と

お

菓

子

を

頂

き

な

が

ら

若

き

頃

の

お

話

が

弾

み

ま

す

。

私

は

一

人

暮

ら

し

な

の

で

、

普

段

は

大

き

な

声

を

出

す

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

が

、

こ

こ

で

声

を

張

り

上

げ

て

歌

う

こ
と

は

、

声

帯

の

訓

練
に

な

り

、

老

化

防

止

に

も

な

る

と

大

い

に

期

待

し

て

い

ま

す
。

実

際

９

月

の

歌

声

カ

フ

ェ

に

参

加

し

て

２

時

間

も

歌

っ

て

い

る

と

、

次

第

に

か

つ

て

の

声

を

取

り

戻

し

た

よ

う
な

気
分

に
な

り
ま

し
た

。
嬉

し
か
っ

た
で
す
。

と
に
か
く
楽
し
か

っ
た
で
す

。

歌

の

好

き

な

皆

さ

ん

一

緒

に

歌

い

ま

せ

ん

か

。

ぜ

ひ

一

度

お

出

掛

け

く

だ

さ

い

。

「

毎

月

の

し

ば

く

さ

」

の

サ

ー

ク

ル

案

内

を

御

覧

に

な

っ

て

く

だ

さ

い
。

都

合

に

よ

り

、

１
月

か

ら

、

ソ

ン

グ
・

リ

ー

ダ

ー

が

変

わ
り

ま

す

。

１

２

月

は

お

休

み

で

す

。

自

由

な

参

加

で

結

構

で

す

。

お

待

ち

し

て

い

ま

す

。

西

村

典

子
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新

会

員

紹

介

伊
藤

良

則
さ
ん

藤

塚

趣

味

山
歩

き

鎌
田

ふ
み

子
さ
ん

五

色
園

趣

味

踊
り

卓
球

う
れ

し
い

ニ
ュ
ー

ス

サークル紹介皆

さ

ん
は

「

数

独

」

と
い

う

の

を

ご

存
じ

で
す

か

。
縦

横
９

列

ず
つ

で
、

３×

３

の
９

個

の
ブ

ロ
ッ

ク

に
１

〜

９

ま
で

の
数

字

が
１

つ
ず

つ

入
り

ま

す

。
同

じ
縦

横

の
列

や
ブ

ロ

ッ
ク

に

同

じ
数

字

が
ダ

ブ

ら
な

い

よ
う

に

入

れ
ま

す

。
一

見

す
る

と

す
ご

く

簡

単
そ

う

に
み

え

ま
す

が

、
意

外

に
頭
を
駆
使
し
な
い
と
解
け
ま
せ
ん
。

書
店

で

も
問

題

集
を

販

売
し

て

い
ま
す
が
、
初
心
者
向
け
の
初
級
、

中
級
、
上
級
と
段
々
と
難
し
く
な
っ

て

い
き

ま

す
。

中
に

は

30

〜
40

分

か

け
て

解

く
六

段

〜
名

人

位
の

問

題

集
や

更
に

そ

の
上

を
行

く

「
超

難

関

」
と
い

う
の
も

あ
り
ま

す
。

今
年

の
夏

に

中
日

新
聞

の

朝
刊

に

日

曜
日

以
外

毎

日
「

数
独

」

が
掲

載

さ
れ

る
よ

う
に

な

り
、

そ
れ

を

解
く

の
が
日

課
と
な

り
ま
し

た
。

し

ん
ぶ

ん
赤

旗

の
日

曜
版

に

は
以

前
か

ら
毎

週
二

問

ず
つ

掲
載

さ

れ
て

い
て

そ
れ
も

楽
し

ん
で

い
ま

す
。

「
数

独
」
の

最
大

の
魅

力
は

そ
の

解
き

方
を
研

究
す

る
と

こ
ろ

に
あ

り
ま

す
。
雑

誌
な

ど
か

ら
解

き
方

の
テ

ク
ニ
ッ

ク
を

学
び

、
そ

れ
を

身
に

付
け
て

解
け

た
時

の
喜

び
は

何
も

の
に
も

代
え

が
た

い
も

の
が

あ
り
ま

す
。

ぜ

ひ
、
み

な
さ

ん
も

一
度

挑
戦

し

て

み

て

く

だ

さ

い
。

比
嘉

知
政

私の趣味・楽しみ

「
歌
声
カ
フ
ェ
」

皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

10
月

に
開
催

し
た
文

化
祭
に

は
、

25
名
か

ら
30
点

の
作
品

が
集
ま

り
、

今
年
も

盛
況
で

し
た
。

作
品
を

出
さ

れ
た
方

、
準
備

に
か
か

わ
っ
た

方
々

あ
り
が

と
う
ご

ざ
い
ま

し
た
。

来
年

早
々
に

は
県
が

主
催
す

る
展
示

に
作

品
を
募

集
し
て

い
ま
す

。

仲
間

を
増
や

そ
う
と

宣
伝
し

声
を

か
け
て

き
た
と

こ
ろ
、

旬
間
で

８
名

の
新
し

い
仲
間

を
迎
え

る
こ
と

が
で

き
ま
し

た
。

誕
生

会
・
文

化
サ
ロ

ン
を
昼

食
弁

当
付
き

で
開
催

を
と
話

し
合
っ

て
い

ま
す
が

、
会
場

の
制
限

が
あ
る

の
で

計
画
を

検
討
し

て
い
ま

す
。

年
金
者

の
会
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に

、
「
誕

生
会

開
催
案

内
」
を

イ
ベ
ン

ト
情
報

掲
示

板
に
掲

示
し
、

会
員
各

自
が
出

欠
登

録
で
き

る
よ
う

に
し
て

い
ま
す

。
引

き
続
き

ご
協
力

を
お
願

い
し
ま

す
。

家
庭

内
や
外

出
す
る

の
に
助

け
て

ほ
し
い

・
手
助

け
で
き

る
ア
ン

ケ
ー

ト
が

回
収

ま
と

ま

り
ま

し
た

。｢

支

え
合
い

の
会(

仮)
｣

を

準
備
し

て
い

ま
す
。

市
内
で

近
距
離

移
動
す

る
際

に
新
た

な
交
通

手
段
と

し
て
、

タ
ク

シ
ー
を

利
用
す

る
実
証

実
験
を

市
が

進
め
て
い
ま
す
。
参
加
者
か
ら
意
見
・

要
望
が

寄
せ
ら

れ
て
い

ま
す
。

棚
瀬

理

事

会

便

り

日

進
市

年

金

者
の

会

創
立

メ

ン

バ

ー

で
、

「

し

ば
く

さ

」
標

題

下

の

誕
生
花

の
ボ
ー

ル
ペ

ン
画
を

描

い

て

く
だ

さ

っ

た
都

築

基
雄

さ

ん

が

施

設
入

所

に

伴
い

瑞

穂
区

へ

転

籍

さ
れ
ま

し
た
。

新

し
い

住

処

で
新

し

い
仲

間

と

お

元

気
で

過

ご

さ
れ

る

こ
と

を

お

祈

り
し
ま

す
。

面
会
も

可
能

で
す

。

詳

細

は
中

上

ま

で
ご

照

会
く

だ

さ

い

。

中

上
恵
子

74-

１
１
２
７

都
築
基
雄
さ
ん
、
瑞
穂
区
へ都築さんの作品

( 6 )

第
４

回
日

進
自
然

散
策

の
会
が

実
施

さ

れ
ま

し
た
。

10

月
３
日
「
長
久
手
の
史
跡
を
廻
る
」

長

久
手

古
戦

場
か
ら

色
金

山
を
14

人
の

参

加
で

実
施
さ

れ
ま
し

た
。

古
戦

場
郷

土
資
料

館
で

は
、
長

久
手

市

郷
土

研
究

会
の
メ

ン
バ

ー
が
１

階
に

あ

る
長

久
手

の
戦
い

の
パ

ノ
ラ
マ

で
小

牧

長
久

手
の

戦
い
の

概
略

、
４
月

７
日

か

ら
８

日
の

秀
吉
軍

と
家

康
軍
の

動
き

9

日
の

岩
崎

城
の
守

備
隊

か
ら
の

池
田

恒

興
隊

へ
の

発
砲
か

ら
岩

崎
城
の

落
城

、

家

康
先

方
隊

が
秀
吉

軍
の

三
好
軍

の
背

後

を
つ

い
て

、
長
久

手
の

戦
い
が

家
康

の
大

勝
利

に
な
っ

た
戦

史
を

聞
き
、

２

階
の

徳
川

の
武
将

（
豊

臣
方

の
「
中

入

り
」

を
家

康
方
が

巧
み

に
突

い
て
勝

利

し
た

）
た

ち
の
展

示
説

明
を

受
け
ま

し

た
。長

久
手
市
郷
土
研
究
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の

案
内

で
色
金

山
に

向
け

て
徒
歩

で

出
発

、
途

中
の
首

塚
、

安
昌

寺
を
経

て

色
金

山
山

頂
で
は

家
康

が
軍

議
を
開

い

た
と

き
に

座
っ
た

「
床

机
石

」
と
展

望

テ
ラ

ス
を

見
て
、

苔
が

き
れ

い
な
庭

が

あ
る

茶
室

で
お
抹

茶
を

い
た

だ
き
古

戦

場
駅

に
戻
り

ま
し
た

。

西
尾
克

明

９

月
28

日

、

愛

知
高

齢

者

大

会

に

参

加

し

ま
し

た

。

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

は
シ

ャ

ン

ソ

ン

歌

手

堀

田

さ
ち

こ

さ

ん

に

よ

る

素

晴

ら
し

い

歌

声

で

癒

さ

れ

ま

し
た

。

続

い

て

映

画

「

ボ

ケ
ま

す

か

ら

よ

ろ

し

く

お

願
い

し

ま

す

」

〜

お

か

え

り
お

母

さ

ん

〜

の

鑑

賞

で

す
。

こ

の

映

画

は

広

島
県

呉

市
に
住
む
老
夫
婦
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

で
監
督

は
東

京
で
働

く
娘

で
す
。

認
知

症
を
発

症
し

た
母
親

を
95

歳
に
し

て
、

初
め
て

家
事

を
覚
え

て
奮

闘
す
る

父
親

の
物
語

で
す

。
妻
の

介
護

を
一
生

懸
命

し
ま
す

が
、

妻
は
脳

卒
中

で
入
院

と
な

り
、
99

歳
の

父
親
は

毎
日

悪
い
足

で
片

道
1
時

間
か

け
て
病

院
へ

通
い
妻

に
付

き
添

い
励

ま
し
ま

す
。

し

か
し

２
度
目

の
脳

梗
塞

で
母
親

は

亡
く

な
り

ま
す
。

娘
は

父
親

に
「
こ

ち

ら
に

帰
っ

て
一
緒

に
住

も
う

か
」
と

言

い
ま

す
が

１
０
０

歳
の

父
親

は
「
お

前

の
好

き
な

道
を
歩

み
な

さ
い

」
と
言

い

ま
す

。

老

老
介

護
、
認

知
症

、
看

取
り
、

親

子
関

係
な

ど
考
え

さ
せ

ら
れ

ま
し
た

。

ユ
ー

モ
ラ

ス
も
あ

り
、

面
白

か
っ
た

。

午

後
か

ら
は
分

科
会

で
私

は
「
補

聴

器
助

成
制

度
」
に

参
加

し
ま

し
た
。

補

聴
器
つ

い
て
の

説
明

、
議
会

で
意

見
書

を
採

択
し
た

安
城

市
の

報
告
が

あ

り
、

補
聴

器
を
使

用
し

て
い

る
人
の

経

験
と

問
題
点

な
ど
を

交
流

し
ま
し

た
。

三

宅
武
彦

作

品
展
の

期
日

２
０
２
４
年
３
月
19
日
〜
24
日
（
日
）

会
場

名
古

屋
市
民

ギ
ャ

ラ
リ
ー

栄

（
中
区

役
所
７

階
）

作
品
は

10
月

に
開
催

し
た

日
進

市
年
金

者
の
会

作
品
展

の
展
示

品
で
よ

い

申
し
込

み
期

間

11

月
10

日
（

金
）
〜

２

０
２
４

年
１
月

12
日
（

金
）

申
込

先

日

進

支

部

文

化

委

員

、

理

事

、

サ

ー

ク

ル

責

任

者

又

は

西

尾

克

明

へ

小
鳥

来
る
時

の
流

る
る
趣

味
仲
間

あ
や

子

鶏
頭

の
種
こ

ぼ
し

つ
つ
う

つ
む
け

り

喜
久

子

夕
間

暮
れ
刈

田
に

鷺
の
群

れ
白
し

恵
子

文
化

の
日
戦

の
続

く
地
球

あ
り

擢
石

史
跡

行
く
余

部
鉄

橋
秋
の

風

宜
子

文
月

や
誰
彼

と
な

く
手
紙

書
く

百
世

近
ず
け

ば
く
る

り
と
回

り
身
を

か
く
す

夫
婦

の
イ
ナ

ゴ
に
秋

の
日
弱

し

伊

藤
博
子

め
お
と

新
幹
線

静
岡
過

ぎ
て
尾

張
入
り

遠
目

の
名
古

屋
城
を

持
つ
街

島

田
彰
子

俳

句

短

歌

長
久
手
の
史
跡
を
廻
る

愛知高齢者大会に参加

県
作
品
展
作
品

募
集
の
案
内

色金山床机石
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10月24日（火）中央福祉センターで文化祭作品展を開催しました。

誕生会開始前に30点の作品が展示されて、誕生会は三宅会長の挨拶、誕生月の会員の「一言

挨拶」を聞き、みんなの歌声で祝った後に南側で展示された作品を鑑賞しました。

写真・ボールペン画・書・絵手紙・水彩画は机の上に立てかけ、リフォーム、編み物、手工

芸の作品は机の上で展示されました。今回は新しく会に加入された会員も作品を展示されま

した。午後から北部福祉会館２階ギャラリーでの公開展示は、写真・ボールペン画・書・絵

画・絵手紙合わせて25点の作品が11月5日まで展示されました。中央福祉センター会場合わせ

て27名の会員が作品を展示されました。 文化祭実行委員会 西尾克明

第24回文化祭 展示作品 敬称略

書 ４点

おかあさんの背中

隅田紀子
スリランカの瞑想

後藤清美天まであがれ

眞鍋マユミ

着物の端切れから

ベスト

蓮の花

パッチワーク風

ベスト

佐田たつ江

手織布のポロシャツ
着物から

チュニックへ
中上恵子

西尾克明
ショルダーバッグ

浅井よしゑ

季節のパノラマキューブ

金井美奈子ベスト

金原弘子

浅
井
よ
し
ゑ

青
地
典
子

礼

文

島

水

彩

画

リ
フ
ォ
ー
ム

２
点

私たちの誓い

絵

手

紙

大河内郁代

手工芸 ５点

編

み

物
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写 真 10点

ペ
ン
画
９

点

北岳のお花畑

小柴和代
岡崎大樹寺のはす

西尾克明

コンのお宿（２） コンのお宿(1)

東山植物園

川合勝子

鶴舞公園蓮

佐藤文枝
我妻家

水野妙子

輪島のキリコ

吉岡正明

モリコロパーク散策

武田登美子

朝日の蓮

富田慶子
微笑「モナリザ」

曽雌 敦

微笑 半跏思惟像

ハイデンベルグの石橋

大野成子

清 涼

海老恵子

合掌の里

山田幸子

宮 島 高谷千津子

象でジャングルトレッキング

三宅武彦

アムールヒョウ

伊藤幸子

岡崎城

山本宗秀

半田秀子


